
【薬剤】
1.製剤の性質



粘度と同粘度の区別

一
游

2文字

名文字 3文字

かでイメージ
~

nrrn

。。 。 。
ポイント : 回転粉度計 から直接 求まる の は粘度〇

𨯁



マクロゴールについて

1000より小さいと液体、
大きいと個体
どちらも水溶性は高い！



クラフト点と曇点

非イオン性界面活性剤と水素結合

・ クエスト点
イオン性界面活性剤の場合

、

と 出だしが カタカナ

・ 曇点
非佐性界面活性剤 の場合

、

と 出だし が漢字

水素結合
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電気的相互作用とコロイドの分類

懸濁剤と乳剤

懸濁剤→ケーキング(自由沈降)

乳剤→クリーミング(分散)

⑤

)
似 てる が 、

異なる !!



ストークス式 自由 沈降 が成り立つ時 .

v ?げになまで
④ の 安定性 高めるに は 沈降速度 遅く したい !

→ ストークス式 から 方法 は 3 つ ある こと が

分かる
3ラビ3ゴム

① 粒子径 を 小さく する

② 増粘剤 を加える ei) カル
メロース伝 、
雄驅

③ 粒子 と 分散媒 の曁羞を 小さくする 。

自
P > p 。 → 沈降 e) 懸濁剤 の ケーキング

(PCP 。 → 浮上 e) 乳剤 の クリー ミング
(

ケー キング も クリー ミンクも起き てほしくない!

→ 密度差 は 小さい 方 が よい 。

④ 粒子径 で
、

分散媒類 1.5 (E)信 に し たら
、

いしが × E = I



【薬剤】
2.製剤設計



秤量の規定(精密と正確の違い)



日本薬局法(剤形まとめ)覚え方

酒(アルコール)を含む製剤

口腔用錠剤

吸入剤

エリ ち ん 酒好き

テ穧キ
た 油 剤

トロ 、 、 豊場 ガム 付着 で
、鋻かり 簀「 霽・ 驪☐ 𡼞

用チ 錠 錠

e)抗インフル

・ 吸入粉末剤 ( DPI ) ~固体粒子 の -.-

の 吸入 液剤
奶祧

.

~ 液状 の -_-

の

吸入エアゾール剤 (MDI ) ~噴射剤 と共に ・・ ・



錠剤の製法

錠剤の製法

圧縮成型法

湿性法

直接圧縮法

間接圧縮法

直打法

セミ直打法

湿式顆粒造粒法

乾式顆粒造粒法
(slug法)

mr

圧縮 、
打錠行わない !
とり OD錠 | ]

結合剤
、
乾燥 なし !



圧縮成型法

セミ直打法

湿式顆粒造粒法

い、 打錠 あり 、

必ず凞堕ン1 加える
、

なめらかに

①流動性、 充てん性 T

②打錠 前 に 加える

ごあらかじめ 造流
"

ときたら セミ直ま琺

桁製造粒剤 十 主薬 ) → 混合

e. 最も 用い られて いる 手法 。

水 や 熱 を 使う

双数こ や ろ ス ]米瀬 樋 !



顆粒剤、細粒剤、散剤の定義

顆粒剤>細粒剤>散剤



無菌製剤4つ

水のランク



懸濁性注射、乳濁性注射

持続型インスリン製剤の覚え方

インスリン　グラルギン インスリン　デテミル
•

nrw

も アルギニン多い ! ・

アルブミン
昭-ArgO.co。 H

等電点 5
.
5 → 6 .7 へ

生理的 pH に 近く 溶解性 東 →持続



油脂性基剤

軟膏とクリームの使い分け



結合剤

滑沢剤

築こ とつ 1祭「 カタカナ ロース
ーー

ピ
合シ ○○ ロース
剤

逸見
まるし
-
流動性 の改善 に

ステアリン酸Mg 、
Ca

タルク

しかし 、
多 すぎる と キャッ ビン
_

グ
、
ラ ミネ - ン𦥯

⑤ キラキラ 多い
いいっ 多い と キャッ ピング顯 ・

ネ キラキラ は ラ ミ ネーション 起こす .

で 「

滑沢剤 の

単 イメージ



無痛化剤

氷点降下法

食塩化法

L.

④を 全て NaCl に 置き換える 、



等張容積法

造粒装置

押し出し造粒機

流動層造粒機

噴霧乾燥造粒機

イメージ 森

= パスタマシーン

NEO 高密度
n

円柱 状 の 糊得られる

違い は 何を

7噴霧 している か
こ ワタ 3 人 作り

→ かさ 高い 造粒物 H結合液 )f. ス ラリーとも 言う
= 霧吹き で原料 +結合液)

Nn nrr

い

噴霧
"

だけでは
てんで

判断 しない



硬カプセル

軟カプセル

容器と製剤

英語 だっ た 5硬 カプセル

Auger 式 、
Disc式

、 Press式

その他
_

ロータリー ダイス 法

滴下 法 に重 ノズル法 )

、 1
2文字

密閉 容器 (固体) e) カプセル 、
全剤

、
テープ

堕

気密 容器 (液体 ) et) 軟膏
、

パップ、 吸入液剤

密封 容器
☆

1凸

※ 。 エ 3たル =
耐圧性 !



粘度測定法

粒度測定法

エンドトキシン試験法

毛細管粘度 計 → ニュー に液体 のみ
。

ニュートン

高性能 → 回
_

転 粘度 計 →
非一に] 2 っ いける。

2文字

•て
個か き く け こ

顕 戸 数
微 シル 基鏡 イタ、 準法 法

④ 注射剤
、 透析用剤

層_
エンドトキシン エンドトキ 瀬っこつ動じ困難虜 」

カブトガニ
脈44

合
ウサギ

:

_

t
? ライセ - ト試薬 t1.

ゲル化・正確 !
発熱

( エンド トキシン 試験法 )



無菌製剤とエンドトキシン試験法

・ 無菌製剤 4 つ

。 注射剤 O
・ 点眼剤
・ 眼軟膏

の
腹膜透析用剤 O + 血液透析用剤

注射剤 、
透析用 剤 (腹膜 、

血液 ) は

エンド ト キシン 副 験法 に適応 する !

→ ( 困難 なら 発熱 性物質試験法)



製剤均一性試験まとめ

異物検査、微粒子試験

異物検査 微粒子試験
サイズ 大 小

t t

方法 肉眼 顕微鏡

確認 有無 大き さ及び数

有無 を確認 →
鉱油 、

無菌
、
黝詞



崩壊試験 驩ら靏
」

な糶讐プ
セ 粒

壌 に 剤 高訓 剤
剤験

試験数 6進

ゴロ
ほう よう

羽 製剤均一 性試験

蒜 t
壊 𥹢
鼗 験



【薬剤】
3.DDS



膜制御型(リザーバー型)システムと疎水性マトリックス型システム

浸透圧ポンプ型

驃
※

Type
時間 (t )

疎水性マトリックス型 システム は 在 を とる と 直線 に

なる
. ( Hi guchi 式 より )

ex ) メチル名ニ デート 、 パリ ペリ ドン



コントロールドリリース型製剤

受動的ターゲティング、能動的ターゲティング

〈 シングル ユニット 〉 〈 マルチプルユニット〉
徐放性 1 ・、

徐 徐放性 2← : : : |
_

がも心
~ スル Hale )

~ タブ ( ~広 b)
タブレット =錠剤

(覚え方 )
"

ズ が 2 つ 入る と マルチプル ユニット

et) スパン スル 、 スパスタブ

1、
a) EPR効果 !

~ マ i (抗体④)
。 ヨウ 化 カプセル



PEG化リポソーム(ステルスリポソーム)

e) ドキ ソルビシン 、 ペグ ビリマント 、

ペグ フィル グラス 私
( ジー ラスタ )


